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調　査　計　画

亜熱帯地方に属する琉球列島は,かつて,マ

ラリア・フィラリア病の濃厚な浸淫地であった.

現在では両疾病とも科学の進歩と住民の熱意

に支えられた組織的な撲滅対策が功を秦し,時

折,輸入マラリアの例を見るも,本地城におい

てはもはや発生が見られない.このように長年

にわたり列島住民を苦しめてきた両疾病に関し

ては古くから内外の多くの研究者が調査研究に

従事していて,疫学的研究,実験的研究,臨床

報告など膨大な報告が残されている.しかし今

日ではこれらの文献は入手し難い現状にある.

マラリア防過作業はすでに1922年から始まっ

ていた.それから35年を経て, DDTの屋内残

留噴霧法による対策が1957年に始まって顕著な

成果をあげ, 4年後には,マラリアは姿を消し

た.また,琉球列島からフィラリア病の新発生

が見られなくなったのは,明らかに1965年から

開始された組織的なフィラリア病の撲滅対策の

成功によるものである.これらの資料は現在,

生の素資料として現地の保健所に残されている

が,時の推移と共に散逸の恐れがある.少なく

とも関係者が現存している間に蒐集し,整理し,

成文化する必要がある.

過去における沖縄のマラリア・フィラリア病

の侵淫状況や,その撲滅対策の失敗や成功の実

態を明確に把握し記録することは,沖縄の公衆

衛生事業の成果を顕彰することになる.それと

ともに,沖縄が国際性豊かで,南に開かれた発

展を指向すると,必然的に輸入マラリアの問題

や,フィラリア病の再然も念頭に置かねばなら

ない.そのような意味でも後輩に記録を残して

参考に資する必要があるが,それはつぶさに今

なおその流行に悩む他の国々の良き参考ともな

るであろう.

このような意味で,琉球列島におけるマラリ

ア・フィラリア病に関するこれまでの資料・文

献等の蒐集を行った.

方　　　　　　法

1.文献蒐集

マラリア・フィラリア病研究は,正攻法の常

石を踏んで,まずあらゆる文献を集めることに

はじまった.それには,医学中央雑誌の初巻か

らはじめて,少しでも沖縄のマラリア・フィラ

リア病に関する記事のある論文をカードにとる

ことが毅もてっとり早い.過去の文献のなかで

フィラリア病に関するとくに貴重な資料は,1911

年に峯直次郎が軍医団雑誌に発表した「沖縄に

おけるフィラリア病伝播の状況報告」であるが

その後,同病に関する論文が多くの著者によっ

てほぼ毎年報告されている.その数は,明治時

代9編,大正時代17福,昭和前期(戦前)22楓

昭和後期(戦後182編で合計230編「蒐録した.

また,マラリア関係文献も同じような方法で蒐

集したが吉野高善,大浜倍賢等の貴重な文献を

はじめ,古くは台湾医師会誌(1919)所載羽鳥

重郎「八重山地方のマラリア」や最近のUSCAR
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資料等も入手し,合計114編を蒐集した.これら

の文献は,大学・研究所などの図書館を通じて

ほぼ入手することができた.以上の資料を年代

順にまた,著者名別に整理したのが本"文献E]

録〟　である.今後洩れた資料やその後関係機関

と連繋して入手予定の資料を逐次迫補したいと

考えている.

2.現地調査

琉球列島におけるマラリア・フィラリア病撲

滅事業は,富子「群島・八重山群島・沖縄群島と

群島別に大別されて進められていった.筆者ら

は,まずこれまでに得られた各種文献を頼(月こ,

それぞれの地域の実態や撲滅法,成果等を年代

順にまとめたうえで,各保健所,関係機関を訪

問し,当該機関に現存する各種データを蒐集し,

分析・整理した.撲滅事業は各群島とも基本的

には同様な方法で進められているが,地域の特

殊性により,それぞれ異なった対策や方法も加

味されている.したがって現地調査をとくに重

視した.

今後の作業としては,蒐集されたこれらの資

料をもとにぜひ綜説をまとめねばならないと考

えるが,その際には実際に撲滅事業に携わった

各保健所長や衛生課長,その他関係者の方々の

体験談や意見も伺い,全貌を的確にまとめるよ

うにしたい.

またマラリア・フィラリア病と妊介蚊の関係

から流行地の下水潜,排水工事,土地改良,坐

活水準　GNP,ならびに一般公衆衛生の推進,

家畜衛生の進展具合等も考慮に入れて調査する

必要があり,今後の課題としてとりくみたい.

今回はとくに医学中央雑誌等に載らない現地

の"生データ〝　を多数蒐集することができたが,

これは各保健所長や予防医学協会ならびに県予

防課,公害衛生研究所の方々の御協力のおかげ

て*ro

この文献集の作成にあたり,御才旨導下さった

富山医科薬科大学の佐々学学長ならびに琉球大

学医学部保健管理学教室の照屋寛善教授に深く

感謝申し上げます.
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本調査研究の一部は昭和57年度および58年度

沖縄県指定医療研究費の補助を得た.
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